
尾道市立
因北中学校

改善計画

7月 1月

１  主体的・対話的で深い学び
学習課題の解決に向けて，疑問を表明し
たり相互に説明し合う場面を設定し，表
現力やコミュニケーション能力を育成す
る。

 ２　ICTの活用
ICTを有効活用し，授業改善を図る。

「授業では，友だちと話し合うな
どして，自分の考えを深めたり広
めたりしている」生徒の肯定的回
答

「ICTを活用して，学びが深まっ
ている」生徒の肯定的回答

８０％
以上

９０％
以上

 表現力を高める活動の充実を通して  分
かりやすい授業づくりを進め，学びを深
め，学力の定着を図る。

「授業がよくわかる」と答えた生
徒の肯定的回答

標準学力調査，全国学力調査での
全国平均以上（５教科，４月・１
月）

８5％
以上

全国平均
以上

自主的・主体的な活
動を通して，自己肯
定感を高める。

生徒会活動を活性化させ，一人一人が役
割を主体的に果たし，諸活動の充実を図
る。

「学校が楽しい」生徒の肯定的回
答

「自分には良いところがある」生
徒の肯定的回答

８０％
以上

８０％
以上

生徒が，安心して生
活できる学校づくり
を進める。
◎不登校SSR推進校

SSR，SC，教育支援センター等と密接な
連携を図り，生徒が抱える多様な課題の
解消を図る。

「安全・安心に学校生活を送れて
いる」生徒の肯定的回答

不登校生徒の人数

１００％

10人
以下

体力の向上と健康
の増進

基本的生活習慣の確
立や，体力・運動能
力の向上を図る。

１ 基本的生活習慣を整える。

2  保健体育や部活動を通して，体力の向
上を図る。

平日（月～金）1日あたりのゲー
ムやスマホの使用時間

年間2回（前期・後期）の新体力
テストにおいて，総合値が向上し
た生徒の割合

2時間
以下

80％以上

働き方改革の推進
信頼される学校づ
くり

組織として，業務改
善，信頼される学校
づくりを進める。

1  生徒に向き合う時間を確保するため，
各分掌で現在の業務の軽減や効率化を図
る。

2  マニュアルの遵守を通して，不祥事の
未然防止を徹底する。

「日々の業務の中で，充実感を得ら
れている」教職員の割合

教職員の勤務時間外の在校時間の割
合

不祥事０

80％以上

1カ月の時
間外の平均
４５時間以

内

不祥事０

【自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成） Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【学校関係者評価】
イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。
ハ：わからない。

授業改善による確
かな学力の定着

 表現力を高める活動
の充実を通して，学
びを深め，学力の定
着を図る。
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令和５年度　学校評価表

学校教育目標 「心豊かで自ら求めて学び生き生きと活動する生徒の育成」

a ミッション
組織的な学校経営を生かした小中連携教育による主体性・表現

力の育成

ａビジョン
生徒が「因北中で学んでよかった」，保護者が「通わせてよかった」，地域の方々が「地域の宝である」と思える学校
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